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ii. 活動状況を公開する

　若い世代にはインターネットによる情報公開が効果的です。情報発信のコストも抑えることができ
るというメリットがあります。参加者にとっては、インターネットで予約ができることにより利便性
が向上するほか、活動実施側としても参加者のレビューコメント募集、情報発信の継続等、参加後の
フォローアップ・交流が可能です。
　特に、初めての参加を検討される方にとっては、アクセスや料金のこと等必要な基本的な情報のほ
か、代表者の方がどのような人か、体験中の雰囲気はどんな風か、といった情報も重要です。ここで
は、2 つの事例を見てみましょう。

web で食育プログラムの様子を公開
────

（ソムリエファーム）

　ソムリエファームでは、平成 23 年から、収穫体験を通して消費者
や子供会などに農業の大切さや苦労を理解してもらったり、手作り
ピザの体験をしたりすることで、分け合うことの大切さや五感を使っ
た食育を実践しています。
　ホームページには、体験メニューの料金や予約方法、アクセスに
ついて明示し、参加希望者にとって必要な情報を掲載しています。
また、代表者の写真、農場や周辺の景色、活動参加者の様子が分か
る写真などを多く掲載することにより、雰囲気まで伝わるような工夫がなされています。

特 徴　● 収穫体験・調理体験を通した農業の大切さ・分け合うことの大切さへの気づき
を与える“五感を使った食育”を実践

　　　　● ホームページ上で活動の様子を紹介し、体験中の雰囲気も情報発信

SNS でこれまでの参加者と交流
────

（アスラボ（元麻布農園））

　アスラボ（元麻布農園）では、子供向けのキッズ土育講座や成人向け
の「農家とつくる有機野菜講座」などを平成 24 年から実施しています。
　活動フィールドである元麻布農園独自のホームページを持ち、農園
の紹介や、新着情報、イベントカレンダーを公開しています。また、
アスラボとして SNS のアカウントを持ち、元麻生農園のホームペー
ジの新着情報を掲載するほか、過去の参加者と卒業後も交流を続け、
特別イベントへの案内をして参加していただいたり、お互いの情報交
換を年に 96 回行ったりしています。

特 徴　●都会の真ん中で農園を地域に開放、そこに地方の農家を招き広い交流を促進
　　　　●SNS 上でも参加者同士が交流を継続できる仕組みに

事例

事例
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　　　　食育活動の周知の重要性
　食育プログラムに参加しない消費者に、その理由を尋ねたところ、「このような活動がある
ことを知らなかった」「このような活動にどこで参加できるのか知らなかった」という回答が
全体の 50% 程度となっており、若い世代で特にこの傾向が見られました。（図 15）このよう
な方々に食育活動の実施をアピールするためにも、積極的な情報発信が必要です。

図 15　食育プログラムに参加しない理由（全体）

コラム 6

10.4%34.1%

11.7%30.6%

9.4%36.4%

7.2%44.0%

18.3%

18.4%

17.7%

18.3%

35.6%

38.8%

35.0%

25.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

20代～40代

50才以上
65才未満

65才以上

このような活動が
あることを知らなかった

このような活動に
どこで参加できるのか
知らなかった

これまで、
このような活動をする
機会がなかった

参加したいが
時間がなかった

その他

1.5%

0.5%

1.6%

5.2%
│

● 食育プログラムを実施していることや活動場所を知らない人が 5 割程度であるた
め、積極的な情報発信が必要

ま
と
め

合計 5,439 人

農林水産省ホームページからダウンロードして活用できます
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体験活動の大切さをデータ
を基に解説しています。

これからの食育で大切なこと（H27 作成）
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食の生産・流通体験のススメ

一連の活動を体験できる農林漁業体験は、食生活に対する関心を向上させる効果が高いことが
分かっています。

体験したことがある人とない人で、
食生活への関心がこんなに違います！ 企業や学校でも取り組まれています

■ 栄養バランスの心がけ ■ 地域食材を取り入れる

（2015 年　生活者アンケート調査より）
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農林漁業体験、市場・マルシェ見学、工場見学など食料の生産から
消費に至るまでの、 一連の活動を体験することです。

「食の生産・流通体験」とは

企業では・・・
社員のコミュニケーション能力やチームワーク、
リーダーシップの向上、心身のリラックス等の効果
が期待できます。

学校では・・・
農業体験に加えて、調理・加工・味わいといった食体
験も行うことで、食材への理解と感謝の気持ちが育
まれます。

農林水産省のホームページでは、全国各地の
農林漁業体験、工場見学を紹介しています。

日本全国で、さまざまな「食の生産・流通体験」ができます。

●田んぼや畑、牧場

●市場やマルシェ

●食品工場場

検 索農水省　体験 農水省　工場見学と で

3つそろった食事を
「ほとんど実践している」＋「だいたい実践している」

「地元の食材を用いる」を
「ほとんど実践している」＋「だいたい実践している」
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（3）活動主体の運営

人材や資金の不足を改善しましょう
　活動を継続するための運営上の課題として、「活動を推進するための人材の不足」「活動のための資
金の不足」といった課題があげられます。次にあげた事例をもとに、それらの課題を改善するための
方法を検討してみましょう。

i. 人材育成

　取組を実施するメンバーの中で、指導者不足や実施内容のばらつき、今後の活動を担うメンバーの
不足という課題があるでしょう。せっかく立ち上げた人気のある活動も、次世代を担う人材がいない
という理由で継続が困難とならないように、長期的な視点をもって、指導者や後継者の育成に取り組
みましょう。

① 既存メンバーの能力を維持・向上する

　複数のメンバーで食育プログラムを実施するためには、共通の教材や、手引書を準備する等ノウハ
ウを共有することで、活動全体の質を維持・向上することができます。
　具体的には、マニュアル・ガイド等の作成や、イベントや講座の実施後に、メンバー間で反省点、
次に向けた改善点を話し合うこと、それを記録に残しておくこと等が考えられます。また、参加者に「こ
れは知って帰ってもらいたい」という内容を重点ポイントとしてメンバー間で共有することも、活動
を通した目標達成に向けて非常に重要なことです。また、食育活動を従業員教育の一環として位置づ
け、人材を育成することもできます。
　さらに、会員や社員が参加者と直接関わることで、モチベーションの向上につながるといった効果
もあります。

事例
食育プログラム実施のコツをノウハウ化
────

（株式会社柳屋本店）

　鰹節製造メーカーの株式会社柳屋本店は日
本の伝統食「かつお節とだし」についての講話
に取組んでいます。指導に関するマニュアル・
DVD・冊子を用意することで、担当部署で継続
して講座を行える体制を整えています。 参加者
には、まずは、かつお節・だしについて知って
もらう事が重要と考え、子どもの参加者でもわ
かりやすい内容・伝え方を心がけています。

特 徴　●指導用のツールを共通化し、指導のコツを伝承する工夫
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② メンバーのモチベーションを維持・向上する

　効果的な活動を行う上では、メンバーがやりがいを持って楽しく取り組める環境や仕組みづくりが
必要です。食育活動の意義や目的を共有し、研修などを通じた技術や知識の向上などのスキルアップ、
食育プログラムでの明確な役割分担により、メンバー各自のモチベーションが維持・向上できる工夫
をしましょう。

③ 定期的に外部メンバーを募集する

　次の担い手を見つけるだけでなく、組織外の人を活用することで、新たな視点を取り入れることが
出来ます。また専門分野の方を募集して得意分野の講習会をすることにより、メンバー全体のスキル
アップが可能になります。

事例
食育プログラムの運営で、従業員の自信向上
────

（永利牛乳株式会社）

　福岡県太宰府市を拠点としている永利牛乳は、
消費地に近い営農牧場です。毎年、「牧場祭り」を
開催して、搾乳・哺乳体験や試食を行うことで、
消費者の牛乳への理解を深めたり、食や命の大切
さを伝えるとともに、近隣の生産者の方に農産物
の販売の場を提供したりすることで、地産地消を
促しています。
　このような食育プログラムは、社員が一丸となっ
て運営し、食育プログラムや日常の仕事に対する社員の自信やプライドが醸成されていま
す。また、社員が実際に参加者と応対することで、お客様の反応や信頼を得て、活動のモ
チベーションにつながっています。

特 徴　●牧場祭りで地産地消を促進
　　　　●社員の食育プログラム運営で社員の自信を醸成
　　　　●社員と参加者のコミュニケーションで活動のモチベーション向上


